
〔大
東
文
化
大
学
所
蔵

日
本
書
跡
解
題
〕
（
監
修
・
高
城
弘
一
教
授
）

短
冊
手
鑑

野
中
直
之
・
前
川
知
里
二
二
井
忠
大
．

高
橋
　
遥
・
田
中
春
菜
・
神
戸
雅
史
゜

谷

口
成
孝
・
張
　
燈
皓

【基
礎
デ
ー
タ
】

①
請
求
記

号
・
：
W
／
／
2
6
1
8

②

図
書
番
号
・
：
1
1
1
4
2
0
6
2
6
1

③
執
筆
年
：
・
南
北
朝
時
代
か
ら
江
戸
時
代

④
材
質
・
形
状
：
：
紙
本
墨
書
・
折
帖

⑤
員
数
：
・
一
帖
（
計
一
七
o
葉
有
、
十
三
葉
欠
、
ウ
ラ
面
な
し
）

⑥
寸
法
・
：
縦
三
九
・
五
セ
ン
チ
　
横
二
四
・
ニ
セ
ン
チ

⑦
付
属

品
…
な
し

⑧
外
題
・
：
「
筆
陣
」
（
装
飾
料
紙
）

⑨
状
s
u
’
”
良

⑩
受
入
：
・
二
〇
一
六
年
度

⑪
そ
の
他
・
：
四
隅
金
具

’
［
解
題
】

．
手
鑑
と
は
、
古
人
の
筆
跡
（
手
）
で
あ
る
古
筆
切
や
短
冊
、
色
紙
等
を
鑑
賞
や
手
習
い
の
手
’

本

（鑑
〉
と
す
る
た
め
に
貼
り
込
ん
だ
帖
の
こ
と
を
指
す
。
江
戸
時
代
前
期
に
は
多
く
の
古
筆
、

手
鑑
が
作

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
古
筆
鑑
定
家
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
。
鑑
定
家
は
、
各
古

筆
切
を
鑑
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
手
鑑
行
列
と
い
う
古
筆
切
の
配
列
に
則
っ
て
手
鑑
を
制
作
し

て

い
た
。
、
手
鑑
行
列
で
は
オ
モ
テ
面
は
伝
聖
武
天
皇
筆
「
大
聖
武
」
（
賢
愚
経
断
簡
）
、
伝
光
明

皇
后
筆
「
蝶
鳥
下
絵
経
切
」
　
（
法
華
経
断
簡
）
か
ら
始
ま
り
、
以
下
天
皇
、
親
王
、
摂
関
家
、
’

＿
公
卿
、
御
子
左
家
、
二
条
家
、
冷
泉
家
と
続
き
、
ウ
ラ
面
は
聖
徳
太
子
か
ら
能
書
、
世
尊
寺
家
、

法
親

王
、
高
僧
、
連
歌
師
、
武
家
、
女
筆
へ
と
至
る
の
が
理
想
と
さ
れ
る
。

　
通
常
、
こ
の
よ
う
に
古
筆
切
を
多
数
収
め
る
も
の
を
名
品
と
位
置
付
け
る
が
、
当
然
、
本
手

鑑
で
は
聖
武
天
皇
と
い
っ
た
古
い
伝
称
筆
者
に
あ
て
ら
れ
た
筆
蹟
は
収
め
て
い
な
い
。
巻
頭
は

後

円
融
天
皇
か
ら
始
ま
り
、
南
北
朝
時
代
が
最
も
古
い
部
類
に
あ
た
る
。
そ
の
後
、
基
本
的
に

は
家
格
に

沿
っ
た
手
鑑
行
列
の
配
列
に
従
っ
て
い
る
が
、
貼
り
替
え
の
痕
が
多
数
見
ら
れ
、
制

作
当
初
と
は
所
収
内
容
が
変
更
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
の
署

名
入
り
で
あ
る
自
詠
短
冊
が
大
半
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
言
え
よ

う
o’

ま
た
、
本
短
冊
手
鑑
の
断
簡
に
添
付
さ
れ
て
い
る
極
札
を
見
る
と
、
古
筆
本
家
で
あ
る
二
代

古
筆
了

栄
（
一
六
〇
七
－
一
六
七
八
）
が
大
多
数
を
占
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
収
録

さ
れ
る
短
冊
の
筆
者
を
通
覧
し
て
も
、
同
様
の
時
代
か
ら
大
き
く
外
れ
る
も
の
は
少
な
い
よ
う
’

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
十
七
世
紀
中
に
は
基
礎
と
な
る
制
作
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
も
の
と

想
定
さ
れ
る
。

　
本
短
冊
手
鑑
の
解
題
は
オ
モ
テ
面
を
二
回
に
分
け
て
掲
載
を
予
定
す
る
。
本
年
度
は
オ
モ
テ

面
の

う
ち
、
冒
頭
の
「
1
後
円
融
天
皇
」
か
ら
「
9
3
姉
小
路
済
継
」
ま
で
の
八
十
七
葉
（
欠

番
六

葉
）
を
扱
う
こ
と
と
す
る
。
本
解
題
は
代
表
を
野
中
直
之
と
し
、
前
川
知
里
・
張
燈
皓
．
・

高
橋
遥
・
谷
口
成
孝
・
田
中
春
菜
・
神
戸
雅
史
・
三
井
忠
大
（
執
筆
順
）
の
八
名
に
よ
る
分
担

執
筆
に

よ
っ
て
行
う
。
（
各
断
簡
の
末
尾
に
は
担
当
者
名
を
記
し
た
。
）

　
最
後
に

本
解
題
で
の
通

し
番
号
は
、
現
在
は
欠
番
と
な
っ
て
い
る
箇
所
も
都
合
上
一
つ
と
カ

ウ
ン
ト
し
た
う
え
で
の
番
号
と
な
つ
て
い
る
。
ま
た
本
解
題
内
に
て
掲
載
す
る
図
版
の
縮
尺
率

は
、
で
き
る
限
り
一
定
に
な
る
よ
う
努
め
た
が
、
必
ず
し
も
一
定
で
は
な
い
。

　
　
　
、
・
い
V
．
・
　
　
　
　
　
．
・
　
　
　
．
　
　
　
，
　
　
　
　
．
　
　
　
、
　
　
　
　
（
野
中
）
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表
紙

（題
籏

「
筆
陣
」
）

表

2
（
4
後
土
御
門
天
皇
　
5
後
柏
原
天
皇
　
6
後
奈
良
天
皇
）
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s

蕊ぼ

鋸
箒
議
翼

議讃
先

婿ナ

糠
．

Z

薮燈
K

r
．
“
r
］
t

　
　
／

mvw
：“繊

ぷ

翻

表

1
（
1
後
円
融
天
皇
　
2
後
小
松
天
皇
　
3
後
花
園
天
皇
）

表

3
（
7
正
親
町
天
皇
　
8
誠
仁
親
王
（
陽
光
院
）

9
後
陽
成
天
皇
）
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表

4
（
1
0
後
土
御
門
天
皇
勾
当
内
侍
　
1
1
貞
清
親
王
　
1
2
智
仁
親
王
）

表

5
（
1
3
近
衛
尚
通
　
1
4
近
衛
植
家
　
1
5
近
衛
前
久
）

表

6
（
1
6
近
衛
信
サ
　
ー
7
九
条
幸
家
　
1
8
九
条
道
房
）

表

7
（
1
9
松
殿
道
基
　
2
0
二
条
康
道
　
2
1
鷹
司
基
忠
）
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le
s
　
o
o
　
（
2
2
花
山
院
定
煕
　
2
3
西
園
寺
実
晴
　
2
4
西
園
寺
公
義
）

竃
曇
そ
。
｝
　
’
　
．
］
、
、
・
　
　
、
∵
。

　
タ
エ
セ
ッ
ニ
　
ド

＜
㍉
ご
ぱ
、
…
」
戸
ピ
“
、
巨
川
討
㌶
ピ
、
㍉
｜
…
…
に
が
ー
：
…
：
F
ξ
i
T
：
　
・
．
’
、
…
ド
L

表

9
（
2
5
四
条
隆
術
　
2
6
山
科
言
継
　
2
7
欠
）

表
10

（28

日
野
資
勝
　
2
9
広
橋
兼
秀
　
3
0
欠
）

表
11

（31
広
橋
総
光

　
32
広
橋
綬
光

　
33
烏
丸
光
宣
）
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表
12

（34
欠
　
3
5
柳
原
資
定
　
3
6
柳
原
■
光
）

表
13

（37
柳
原
資
廉
　
3
8
甘
露
寺
親
長
　
3
9
甘
露
寺
元
長
）

表
14

（40
甘
露
寺
伊
長

　
41
万
里
小
路
秀
房
　
42
万
里
小
路
惟
房
）

表
15

（43
万
里
小
路
綱
房
　
4
4
勧
修
寺
テ
豊
　
4
5
勧
修
寺
光
豊
）
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表
16

（46
中
御
門
宣
秀
　
4
7
中
御
門
資
胤
　
4
8
中
御
門
尚
良
）

表
17

（49
高
倉
永
相
　
5
0
高
倉
永
孝

曇
鳥

　
　
蔭r

轡
…
冒
…
…

ぷ　
ロ
　
へ
　
　
　
ド

．

　
や
　
　
　
　
　
れ

．

r
L
民
…
∧
…
　
活

「
欝
・
‥
露
准
璽
。
ぷ
，

　
　
二
　
ぐ
　
　
　
ー
、

51

正
親
町
三
条
公
仲
）

　　　＼ぺ　　一’

　　　1－！

　　］！！
｛
．
；

瞳∨｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ

表
18

（52
三
条
西
実
隆
　
5
3
三
条
西
公
条
　
5
4
三
条
西
実
条
）

ニ
を
タ
ヤ
ぷ
パ
　
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ロ

や

な
ヵ
お
ビ
　
に

表
19

（55

四
辻
季
遠
　
5
6
欠
　
5
7
四
辻
季
経
）

｝
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表
20

（58
滋
野
井
教
国
　
5
9
水
無
瀬
氏
成
　
6
0
水
無
瀬
兼
俊
）

表
21

（61
持
明
院
基
孝
　
6
2
持
明
院
基
時
　
6
3
冷
泉
為
広
）

ー
了
　
｜
、
‘
　
　
　
膓
ー
隣
，
‘
Ψ
　
　
　
…
‖
ー
｜
葺
ヌ
S
亨
董
葺
当

き

け

が
　
ぽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
ベ
ト
　
ら

《　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

黍
μ
w
桧
　
．
」
　
　
　
　
ぷ
…
い
・
一

s

表
22

（64
冷
泉
政
為

　
65
中
山
宣
親
　
6
6
中
山
孝
親
）

表
23

t’

（67
中
山
親
綱
　
6
8
中
山
慶
親
　
6
9
飛
鳥
井
雅
親
）
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表
24

（70
飛
鳥
井
雅
綱

　
7
1
飛
鳥
井
雅
春
　
7
2
飛
鳥
井
雅
庸
）

ゑ
ま
　
ゑ
ぷ
　
り

　ぼ
み
パ
い
　
　

表
25

（73
欠

　
74
飛
鳥
井
雅
康
　
7
5
庭
田
重
親
）

ー
キ
ヂ
，
パ
．
‖
1
．
ー
ヨ
4
」

s三ボ
竃
・
’
で
弘
塁

一

ニズひ

ゑ
ぼ
　
ヘ
ニ

表

2
（
7
6
庭
田
重
具
　
7
7
五
辻
為
仲
　
7
8
五
辻
之
仲
）

ロ　
ム
ぷ
づ

工辻
鬼
溺
．
，
．
－
．

そ
ヂ
な
パ
の

　
，
芦
d
，
タ
き
ぐ
、
く
…
－
“
」
ー
　
桔
ξ

表
27

（79

中
院
通
勝
　
8
0
欠

む
び
ド
　
　
　
ぷ
　
ト

ニ
弗
．
纂
笥
伎
．
雛
｝

○ぼ
な
ほ
　
　
　

81
中
院
通
純
）

バ、繋
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表
28

（82
白
川
忠
富
　
8
3
白
川
雅
業
　
8
4
西
洞
院
円
定
）

表
30

（88
三
条
実
香
　
89
三
条
公
広
　
90
高
倉
範
久
）
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、
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表
29

（85

西
洞
院
時
良
　
8
6
薄
以
量
　
8
7
東
坊
城
和
長
）

表
31

（91
鷲
尾
隆
康

　
92
高
倉
永
宜
　
9
3
姉
小
路
済
継
）
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本P．．一

解凡
題例
の　一
各
短
冊
に

お
け
る

丸
付
き

数
字
ほ

か
は
以
下2
i
i
不
す

①
極
札
の
表
書
の
翻
刻
及
び
鑑
定
者
名

②
料
紙
の
紙
質

③
推
定
書
写
年
代

④
伝
称
筆
者
の
出
自
及
び
生
没
年

［翻
刻
］
（
判
読
不
能
な
場
合
は
推
定
文
字
数
分
「
■
」
で
充
当

　
　
　
　
し
た
）

一
、

本
解
題
の

執
筆
に
際
し
て
、
『
古
筆
手
鑑
大
成
（
全
十
六

巻
）
』
・
『
日
本
書
蹟
大
鑑
（
全
二
十
五
巻
）
』
・
『
徳
川
黎
明
会

叢
書
　
古
筆

手
鑑
篇
一
～
五
』
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
、
古

筆
・
短
冊
及
び
古
筆
手
鑑
の
影
印
・
翻
刻
本
に
つ
い
て
、
古

筆
切
研
究
の
根
幹
資
料
と
し
て
周
知
の
文
献
で
あ
る
と
判
断

し
た
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
、
著
者
（
編
者
）
や
出
版
社

名
、
刊
行
年
次
な
ど
の
指
摘
を
省
略
し
た
。

1
　
後
円
融
天
皇

①

r後
圓
融
院
隔
口
（
黒
）
」
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
に
金
銀
泥
の
下
絵
）

③
南
北
朝
時
代

④

後
円
融
天
皇
（
北
朝
第
五
代
天
皇
、
後
光
厳
天
皇
第
二
皇

　
子
、
＝
二
五
九
ー
1
　
1
1
1
九
l
l
l
）

［釈
文
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
と
り

　
　

さ
ご
ろ
も
の
た
ち
ま
ふ
み
ち
は
し
ら
ね
■
も

　
　
　

あ
ま
の
は
そ
て
に
か
け
し
心
そ

2
　
後
小
松
天
皇

①
r
後
花
園
院
っ
っ
り
ゅ
く
国
（
黒
ご
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙
（
金
銀
の
霞
引
に
金
泥
の
下
絵
）

③
室
町
時
代

④
後

小
松

天
皇

（北
朝
第
六
代
天

皇
、
後
円
融
天
皇
第
一
皇

　
子
’
　
1
1
i
l
七
七
－
1
四
三
三
）

②
w
紙
　
（
雲
紙
）

③
室
町
時
代

④
後
花
園
天
皇
（
第
一
〇
二
代
天
皇
、

　
王
子
、
　
一
四
一
九
－
1
四
七
一
）

［釈
文
］梅4

伏
見
宮
貞
成
親
王
第
一

春
も
な
を
あ
つ
む
る
雪
と
み
え
て
け
り

花
の
香
さ
む
き
窓
の
梅
か
え

後
土
御
門
天
皇

①

r後
土
御
門
院
隔
口
（
黒
ご
二
代
古
筆
了
栄

②
楮
紙
か

（雲
紙
）

③
室
町
時
代

④
後
土
御
門
天
皇
（
第
一
〇
三
代
天
皇
、
後
花
園
天
皇
第
一
皇

　
子
、
　
1
　
g
e
　
g
l
　
1
－
1
五
o
o
）

［釈
文
］

　

天
香
　
な
つ
衣
ほ
す
日
も
あ
れ
や
さ
み
た
れ
の

　

　
具
山
雲
よ
り
う
へ
の
あ
ま
の
か
く
山
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［釈
文
］恨

恋

う
つ
り
ゆ
v
松
の
ひ
s
き
の
た
え
し
よ
り

身

を
妹
か
せ
の
す
ゑ
の
ま
く
す
葉

3
　
後
花
園
天
皇

①

「
後
花
園
院

隔
口
　
（
黒
）
」
初
代
古
筆
了
佐

5

後
柏
原
天
皇

①

r後
柏
原
院
隔
口
（
黒
）
」
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙
（
雲
紙
に
金
箔
、
金
泥
の
下
絵
）

③
室
町
時
代

④
後
柏
原
天
皇
（
第
一
〇
四
代
天
皇
、
後
土
御
門
天
皇
第
一
皇

　
子
、
一
四
六
四
ー
一
五
二
六
）



［釈
文
］

　
　

月
は
た
」
む
か
ふ
は
か
り
の
な
か
め
哉

　
　
　

こ
s
ろ
の
う
ち
の
あ
ら
ぬ
思
に

6
　
後
奈
良
天
皇

①

r後
奈
良
院
囲
（
黒
）
」
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
に

金
の
霞
引
き
、
金
銀
泥
の
下
絵
）

③
室
町
時
代

④
後
奈

良
天
皇
（
第
一
〇
五
代
天
皇
、
後
柏
原
天
皇
第
二
皇

　
子
、
　
l
四
九
七
ー
一
五
五
七
）

［釈
文
］

　
　
　
よ
し
野
山
花
よ
り
お
く
の
し
ら
雲
や

　
　
　
　
か
さ
な
る
み
ね
の
桜
な
る
覧

7
　
正
親
町
天
皇

①

r正
親
町
院
国
」
　
分
家
初
代
古
筆
了
雪

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
安
土
桃
山
時
代

④
正
親
町
天
皇

（第
一
〇
六
代
天
皇
、
後
奈
良
天
皇
第
一
皇

　
子
、
I
五
I
七
－
1
　
M
九
I
i
l
）

［釈
文
］

　
　

霜
さ
ゆ
る
竹
の
さ
枝
に
う
つ
り
き
て

　
　

ま
た
春
さ
む
き
鴬
の
聲
　
　
茶
地
丸

8
　
誠
仁
親
王
（
陽
光
院
）

①

r陽
光
院

晶
口
（
黒
）
」
1
　
l
代
古
w
a
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
に

金
銀
泥
の
下
絵
）

③
安
土
桃
山
時
代

④
誠
仁
親
王
（
陽
光
院
（
追
号
）
、
正
親
町
天
皇
第
一
皇
子
、
一

　
五
｝
・
A
1
　
1
－
一
五
八
六
）

［釈
文
］

　
　

ほ

し
合
の
夕
す
s
し
き
天
の
河

　
　
　

も
み
ち
の
橋
を
わ
た
る
あ
き
風

9
　
後
陽
成
天
皇

①

r後
陽
成
院
隔
口
（
黒
）
」
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙
（
雲
紙
に
金
銀
泥
の
下
絵
）

③
江
戸
時
代

④
後
陽
成
天
皇

（第
一
〇
七
代
天
皇
、
誠
仁
親
王
第
一
王
子
、

　
一
五
七
一
ー
一
六
一
七
）

［釈
文
］

　
　

花
さ
そ
ふ
あ
ら
し
の
庭
の
雪
な
ら
て

　
　
　

ふ
り
ゅ
v
物
は
我
身
な
り
け
り

【備

考
】
1
～
9

　
巻
頭
か

ら
の
九
葉
は
、
t
u
l
O
l
代
天
皇
で
あ
る
称
光
天
皇

の
短
冊

を
除
き
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
の

歴
代
天
皇
の
短
冊

（震
翰
）
と
鑑
定
さ
れ
た
も
の
が
連
な
っ
て

い
る
。

　
そ

の
多
く
が
雲
紙
に
金
銀
泥
に
よ
る
下
絵
を
は
じ
め
と
し
た

豪
華
絢
燗
な
料
紙
を
用
い
て
お
り
、
一
般
的
な
自
詠
の
短
冊
に

は
あ

ま
り
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
当
然
、
各

天
皇
の
署
名
は
な
く
、
そ
の
真
贋
は
筆
跡
の
検
討
が
必
要
に
な

っ

て

v
る
が
、
概
ね
そ
の
書
風
を
大
き
く
外
れ
る
も
の
で
は
な

い
よ
う
で
あ
る
。

　
そ

の

中
で
も
「
7
正
親
町
天
皇
」
で
は
「
茶
地
丸
」
と
の
署

名
が
見
ら
れ
、
天
皇
即
位
前
に
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ

の
た

め
雲
紙
の
み
の
質
素
な
料
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し

か

し
、
こ
の
「
茶
地
丸
」
の
名
を
幼
名
に
持
つ
の
は
後
陽
成
天

皇
で

あ
り
、
正
親
町
天
皇
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
そ
の
書

を
「
9
後
陽
成
院
」
の
短
冊
と
比
較
す
る
と
全
体
的
に
線
が
重

v
軽
快
さ
を
欠
く
が
、
　
r
の
」
r
て
」
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
諸

字
に

お
い
て

字
形
が

よ
く
類
似
す
る
。
と
も
あ
れ
天
皇
即
位
で

あ
る
一
五
八
六
年
以
前
の
作
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

　
ま
た
、
「
8
誠
仁
親
王
（
陽
光
院
こ
の
短
冊
は
、
一
見
一
連

の
短
冊
と
同
じ
よ
う
で
あ
る
が
、
『
新
古
今
和
歌
集
』
三
二
三
に

所
収
で
あ
る
西
園
寺
公
経
（
一
一
’
p
　
1
1
l
二
四
四
）
の
和
歌

を
書
し
た
古
歌
短
冊
で
あ
る
。

　
付
随
の
極
札
を
通
覧
す
る
と
、
古
い
鑑
定
家
で
あ
る
二
代
古

筆
了
栄

（
一
六
〇
七
－
1
六
七
八
）
の
も
の
が
多
く
、
比
較
的

各
天
皇

と
近
い
時
代
に
鑑
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
野
中
）
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10
　
後
土
御
門
天
皇
勾
当
内
侍

①

r
後
土
御
門
院
勾
當
内
侍
口
凹
（
黒
ご
二
代
古
筆
了
栄

②
打
紙

（雲
紙
）

③
室
町
時
代

④
後
土
御
門
院
勾
当
内
侍
（
未
詳
細
）

［釈
文
］

　
　

は

な
ぞ
と
も
い
さ
し
ら
な
み
の
色
な
か
ら

　
　
　

に

ほ

ひ
や
し
ひ
き
は
る
の
山
か
も

11
　
貞
清
親
王

①

r伏
見
殿

扁凹
（黒
）
」
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
江
戸
時
代

④

貞
清
親
王
（
伏
見
宮
邦
房
親
王
第
一
王
子
、
伏
見
宮
第
十

　
代
、
一
五
九
六
－
一
六
五
四
）

［釈
文
］初

春
梅

の

と
か
な
る
世
を
こ
s
う
に
て
咲
梅
の

花
の
匂
ひ
や
春
の
は

つ
か
せ
　
貞
清

12
　
智
仁
親
王

③
江
戸
時
代

④
智
仁
親
王
（
誠
仁
親
王

　
ー
H
六
1
I
九
）

［釈
文
］待

花

（陽
光
院
）
第
六
王
子
、
一
五
七
九

v
ら
へ
み
よ
た
れ
か
ま
さ
ら
む
さ
く
花
の

遅

き
を
か
こ
つ
う
た
つ
は
s
れ
を
　
智
仁

13
　
近
衛
尚
通

①

r近
衛
殿

囲
（
黒
ご
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙
（
雲
紙
）

③
室
町
時
代

④
近
衛
尚
通
（
近
衛
政
家
男
、

1
四
七
l
1
－
1
五
四
四
）

［釈
文
］

　
　

三
笠
山
さ
し
て
そ
た
の
む
天
下

　
　

ま
も
ら
む
神
の
ち
か
ひ
と
お
も
へ
は

14
　
近
衛
植
家

尚
通

①

「
近
衛
殿
植
家
公

囲
（
黒
ご
二
代
古
筆
了
栄

②
楮
紙

（雲
紙
）

③
室
町
時
代

④
近
衛
植
家
（
近
衛
尚
通
男
、

1
五
O
ニ
ー
一
五
六
六
）

し
v
れ
も
ま
た
ぬ
峯
の
も
み
ち
は

15
　
近
衛
前
久

①

「
近
衛
殿
龍

山
隔
凹
（
黒
ご
初
代
古
筆
了
佐

②
斐
紙

（雲
紙
、
金
泥
と
銀
泥
の
下
絵
有
り
）

③
江
戸
時
代

④
近
衛
前
久

（近
衛
植
家
男
、
号
龍
山
、
1
　
M
l

　
二
）

二
六
ー
一
六
一

’
［
釈
文
］

　
　
　
あ
は
雪
の
た
ま
れ
は
か
て
に
く
た
け
つ
s

　
　
　
　
わ
か
も
の
お
も
ひ
の
し
け
き
こ
ろ
か
な

16
　
近
衛
信
サ

①

r近
衛
殿
信
テ
公

隔凹

（黒
）
」
」
二
代
古
筆
了
栄

②
具
引
き
紙
（
金
泥
下
絵
、
上
部
に
銀
泥
で
月
の
下
絵
）

③
江
戸
時
代

④
近
衛
信

サ

（近
衛
前
久
男
、
寛
永
の
1
1
1
w
a
の
　
1
人
、

　
五
－
1
六
一
四
）

［釈
文
］

　
　

め
に
は
見
て
手
に
は
と
ら
れ
ぬ
月
の
う
ち
の

　
　
　

か

つ
ら
の
こ
と
き
君
に
も
あ
る
か
な

一
五
六
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①

「
八
條
殿
　
回
（
黒
）
」
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
）

を
く

露
や
そ
め

は
し

む
ら

む
秋
山

の

　釈
文
LJ

17
　
九
条
幸
家



①

r九
條
殿
　
口
凹
（
黒
）
」
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
江
戸
時
代
　
・

④
九
条
幸
家
（
九
条
兼
孝
男
、

一
五
八
六
ー
一
六
六
五
）

［釈
文
］

　
　

年
と
へ
は
わ
れ
も
を
く
れ
て
を
き
そ
ふ
る

　
　

ひ
と
の
別
の
こ
と
の
は
の
露
　
忠
榮

18
　
九
条
道
房

①

r九
條
殿

晶
口
（
黒
）
」
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙

③
江
戸
時
代
前
期

④
九
条
道
房
（
九
条
幸
家
男
、

［釈
文
］花

一
六
〇
九
ー
1
六
四
七
）

咲
つ
く
り
お
く
も
猶
み
む
山
路
哉

か

へ
る
花
に
は
よ
し
暮
ぬ
と
も
　
道
房

19
　
松
殿
道
基

①

「
九

條
殿
道
基
公
隔
凹
（
黒
ご
二
代
古
筆
了
栄

②
染
紙

（金
泥
の
下
絵
有

り
、
繊
維
が
載
っ
て
い
る
箇
所
が
あ

　
る
が
詳
細
不
明
）

③
江
戸
時
代

④
松
殿
道
基

（九
条
幸
家
男
、

一
六
一
五
－
一
六
四
六
）

［釈
文
］

　
　

わ
か
門
に
千
尋
あ
る
陰
を
植
へ
れ
は

　
　
　

な
つ
冬
た
れ
か
」
く
れ
さ
る
へ
き

20
　
二
条
康
道

①
「
二
條
殿
隔
巴
（
黒
）
」
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙
（
雲
紙
）

③
江
戸
時
代

④
二
条
康
道
（
九
条
幸
家
男
、

［釈
文
］海

邊
霞

一
六
〇
七
1
1
六
六
六
）

橋
た

て
や
波
も
長
閑
に
立
籠
て

入
海
と
を
く
霞
む
春
哉
　
康
道

21

鷹
司
基
忠

①

「
鷹
司

殿
基
忠
公

晶
口
（
黒
）
」
二
代
古
筆
了
栄

②
打
紙

（雲
紙
）

③
鎌
倉
時
代
（
江
戸
時
代
か
）

④
鷹
司
基
忠
（
鷹
司
兼
平
男
、

［釈
文
］洞

底
松

一
二
四
七
ー
＝
二
＝
二
）

谷
ふ
か
み
人
も
こ
た
え
ぬ
ま
き
の
戸
を

む

な
し
く
た
s
V
ま
つ
か
せ
の
こ
ゑ

【備
考
】
1
0
～
2
1

　

1
1
、
1
2
は
親
王
と
さ
れ
る
短
冊
が
列
び
、
次
い
で
1
3
～
2
1

は

五
摂
家
と
極
め
ら
れ
た
筆
跡
が
連
な
る
。

　

「
10
後
土
御
門
天
皇
勾
當
内
侍
」
は
、
短
冊
上
部
の
雲
の
上

に

題
を
擦
り
消
ち
し
た
よ
う
な
痕
が
見
ら
れ
る
。

　
13

～
1
6
は
筆
頭
の
近
衛
家
の
短
冊
が
列
び
、
殊
に
父
子
で
あ

る
「
1
3
尚
通
」
と
「
1
4
植
家
」
の
二
葉
の
書
風
は
相
似
し
て
い

る
。
『
日
本
書
流
全
史
』
掲
載
「
本
朝
古
今
名
公
古
筆
諸
流
」
な

ど
を
鑑
み
る
に
、
．
書
流
は
わ
か
れ
る
も
の
の
、
連
ね
て
記
載
さ

れ
て

お

り
、
書
風
は
類
似
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
’

r15
龍
山
」
は
植
家
の
子
に
あ
た
る
が
、
前
掲
系
図
な
ど
で
は

龍
山
を
大
師
流
の
流
れ
に
位
置
付
け
て
お
り
、
書
風
は
似
て
い

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
寛
永
の
三
筆
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ

る
「
1
6
信
サ
」
は
龍
山
の
子
に
あ
た
り
、
書
流
の
系
譜
も
そ
の

流
れ
に

あ
る
。
こ
れ
ら
の
二
葉
の
真
贋
は
不
明
で
あ
る
が
、
書

風
の

類
似
す
る
点
も
見
ら
れ
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
各
々
龍
山
、

信
サ
と
極
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
17

～
1
9
の
三
葉
は
九
条
家
と
す
る
短
冊
で
あ
る
。
「
1
8
道

房
≒
と
「
1
9
道
基
」
は
「
1
7
幸
家
」
の
子
に
あ
た
る
。
こ
の
三

葉

を
比
較
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
書
風
で
書
写
さ
れ
て
い

る
も
の
の
パ
近
衛
流
を
大
き
く
離
れ
る
表
現
で
は
な
い
よ
う
で

あ
る
。
1
8
に
は
三
つ
折
り
し
た
痕
が
見
ら
れ
る
た
め
、
歌
会
で

書
写
さ
れ
た
短
冊
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
本
短
冊
に
は
在
原
業

平
の
歌
が

書
写
さ
れ
て
い
る
。
「
2
0
康
道
」
も
幸
家
の
子
に
あ

た

る
が
、
尊
純
流
の
書
き
手
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
本
短
冊

は

尊
純
法
親
王
の
筆
跡
と
は
や
や
離
れ
て
お
り
、
自
己
の
書
を

確
立
し
た
時
代
に
書
か
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。

　

r21
基
忠
」
の
短
冊
表
面
に
は
、
判
読
は
で
き
な
い
も
の
の

経
文
の
反
転
文
字
が

見

ら
れ
、
注
目
す
べ
き
一
葉
で
あ
る
。
し

か
し
、
署
名
は
な
く
、
自
筆
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
　
（
前
川
）
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22
　
花
山
院
定
煕

③
江
戸
時
代

④
西
園
寺
公
義

（西
園
寺
実
晴
男
、
一
六
二
六
ー
一
六
七
〇
）

松
雪
深

新
端
ふ
く
松
の
あ
ら
し
は
う
つ
も
れ
て

見
ぬ
雪
つ
く
る
下
お
れ
の
こ
ゑ
　
言
継

①

「
花
山
院
殿
晶
凹
（
黒
）
」
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙
（
金
泥
の
下
絵
）

③
江
戸
時
代

④
花
山
院
定
煕
（
西
園
寺
公
朝
男
、
花
山
院
家
輔
の
養
子
、
一

　
五
五
八
－
一
六
l
i
l
四
）

［釈
文
］山

花

春
た

つ
と
か
す
み
し
色
も
こ
の
比
は

は

な
に
わ
す
■
」
み
吉
野
s
山
　
公
義

27
　
欠

28
　
日
野
資
勝

25
　
四
条
隆
術

　　穎

鍵吝
春
雨
の
こ
す
ゑ
分
て
や
流
ぬ
ら
む

は

な
を
も
ま
た
ね
青
柳
の
い
と
　
定
煕

23
　
西
園
寺
実
晴

①

r西
園
寺
殿
實
晴
公
　
口
凹
（
黒
ご
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
江
戸
時
代

④
西
園
寺
実
晴
（
西
園
寺
公
益
男
、

H
六
O
1
1
1
六
七
三
）

①

「
四
條
殿

②
具
引
き
紙

　
紋
様
）

③
江
戸
時
代

④
四

条
隆
術

［釈
文
］寒

芦

国
」
分
家
初
代
古
筆
了
雪

（金
の
揉
箔

と
霞
引
き
、
金
泥
の
下
絵
、
銀
の
型

（四
条
隆
昌
男
、
一
六
一
一
ー
一
六
四
七
）

難
波
か
た

入
江
の
あ
し
の
し
も
か
れ
て

さ
や
く
嵐
の
や
と
り
た
に
な
し
　
隆
術

①

r
日
野
殿
口
凹
（
黒
）
」

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
江
戸
時
代

④
日
野
資
勝
（
日
野
輝
資
男

［釈
文
］思

性
事

二
代
古
筆
了
栄

’

1
五
七
七
－
一
六
三
九
）

行
と
し
の
身
に
し
そ
は
す
は
い
に
し
へ
を

お

も
ひ
出
つ
s
な
に
か
し
の
は
む
　
資
勝

29
　
広
橋
兼
秀

一 16一

［釈
文
］夏

懐
落

夏
こ
ろ
も
か
ろ
き
形
見
と
見
る
ま
て
も

涙
に

お

も
る
袖
の
上
か
な
　
實
晴

24
　
西
園
寺
公
義

①

r西
園
寺
殿
庶
流

②
斐
紙
（
雲
紙
）

隔
口
　
（
黒
ご
二
代
古
筆
了
栄

26
　
山
科
言
継

①

r
山
科
殿
隔
巴
（
黒
ご
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
安
土
桃
山
時
代

④
山
科
言
継
⌒
山
科
言
綱
男
、

［釈
文
］

1
五
O
七
－
1
五
七
九
）

①

r廣
橋
殿

囲
（
黒
ご
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
室
町
時
代

④
広
橋
兼
秀
（
広
橋
守
光
男
、

［釈
文
］鴬

一
五
〇
六
ー
一
五
六
七
）

う
く
ひ
す
の
心
も
い
ま
は
う
ち
と
け
て

こ

ゑ
の

と
か
な
る
春
や
し
る
ら
む
　
兼
秀



30
　
欠

31
　
広
橋
総
光

①

r廣
橋
殿

回
（
黒
ご
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
江
戸
時
代

④
広
橋
総
光
（
広
橋
兼
勝
男
、

［釈
文
］秋

夕

一tu

八
O－
　
1
｛
〈
1
I
九
）

聞
な
る
s
を
し
か
の
聲
も
わ
き
て
猶

あ
き
の
夕
や
わ
ひ
し
か
る
ら
む
　
総
光

32
　
広
橋
綬
光

①

「
廣
橋
殿
［
圏
（
黒
ご
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙
（
雲
紙
）

③
江
戸
時
代

④
広
橋
緩
光

（広
橋
兼
賢
男
、

［釈
文
］礒

千
鳥

一
六
一
六
－
一
六
五
四
）

奥
津
か
せ
う
ち
よ
り
浪
の
ひ
A
き
に

は

な
れ
て
も
さ
は
く
礒
千
鳥
哉
　
緩
光

①

r
烏
丸
殿
囲
（
黒
ご
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
江
戸
時
代

④
烏
丸
光
宣
（
烏
丸
光
康
男
、

［釈
文
］時

雨

1
五
四
九
－
－
1
｛
〈
1
1
）

遠

山
に
み
し
一
む
ら
の
雲
や
今

水
端
の
黍
に

し
く
れ
き
ぬ
ら
む

光
宣

【備
考
】
2
2
’
3
3
3

　
本
担
当
箇
所
は
2
2
～
3
3
の
う
ち
、
二
葉
ほ
ど
抜
け
て
い
る
が
、

西

園
寺
家
の
二
葉
、
広
橋
家
の
三
葉
を
は
じ
め
と
し
た
公
卿
の

短
冊
十
葉
が
連
な
る
。

　
抜

け
て
い
る
二
葉
の
う
ち
、
「
2
6
山
科
言
継
」
と
「
2
8
日
野

資
勝
」
の
間
の
箇
所
に
は
、
言
継
の
子
・
山
科
言
経
（
一
五
四

三
－
一
六
一
二
あ
る
い
は
資
勝
の
父
’
日
野
輝
資
（
1
五
五

五
－
一
六
二
三
）
辺
り
が
有
力
で
あ
ろ
う
か
。
対
し
て
、
　
r
2
9

広
橋
兼
秀
」
と
「
3
1
広
橋
総
光
」
の
間
の
1
葉
と
し
て
は
、
広

橋
家

と
し
て
両
者
の
間
は
二
代
空
い
て
い
る
た
め
、
広
橋
国
光

（広
橋
兼
秀

男
、
一
五
二
六
ー
一
五
六
八
）
あ
る
い
は
広
橋
兼

勝

（広
橋

国
光
男
、
一
五
五
八
－
一
六
二
三
）
の
ど
ち
ら
か
が

あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
そ

の

配
列

を
見
て
も
「
2
2
花
山
院
定
煕
」
の
父
は
西
園
寺
公

a
s
　
（
1
五
1
五
ー
一
五
九
〇
）
と
そ
の
後
の
二
葉
と
続
く
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
「
2
8
日
野
資
勝
」
の
父
・
国
光
は
広
橋
家
の
出

身
で

あ
り
、
家
柄
も
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
こ
の
一
群
は
そ
の

関
係
性
も
強
い
箇
所
の
よ
う
で
あ
る
。

　
最
後
に

「
25
四

条
隆
術
」
の
短
冊
の
料
紙
は
、
ほ
か
の
も
の

と
比
較
す
る
と
一
段
と
豪
華
で
あ
る
。
通
常
自
詠
の
短
冊
の
場

合
、
雲
紙
を
用
い
た
比
較
的
質
素
な
料
紙
で
あ
る
こ
と
が
ほ
と

ん

ど
で
あ
る
が
、
本
短
冊
は
そ
れ
と
は
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。

も
し
か
す
る
と
ぺ
複
数
人
で
こ
の
よ
う
な
豪
華
な
料
紙
に
清
書

を
行
う
機
会
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一
葉
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
張
）
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33
　
烏
丸
光
宣

1



34
　
欠

35
　
柳
原
資
定

①

r柳
原
殿
国
（
黒
）
」

②
斐
紙
（
金
銀
泥
の
下
絵
）

③
安
土
桃
山
時
代

④
柳
原
資
定

（柳
原
量
光
男
、

［釈
文
］隣

家
鶏

二
代
古
筆
了
栄

　
一
四
九
五
－
一
五
七
八
）

と
を
か
ら
ぬ
や
と
り
有
と
も
た
ひ
枕

ゆ
ふ
つ
け
鳥
の
こ
ゑ
に
こ
そ
し
れ
　
資
定

36
　
柳
原
■
光

①

「
柳
原
殿

囲
（
黒
）
」
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙
（
雲
紙
）

③
江
戸
時
代
か
．

④
柳
原
■
光
（
柳
原
家
で
「
■
光
」
と
い
う
名
を
持
つ
の
は
八
代

　
目
淳
光
（
一
五
g
e
　
1
1
1
五
九
七
）
、
＋
1
代
目
茂
光
（
一
五

　
九

五
－
一
六
五
四
）
で
あ
る
。
）

［釈
文
］山

家
月

か
け
か
へ
す
木
の
葉
も
ち
り
て
山
さ
と
は

冬

こ
そ
月
の
さ
か
り
な
り
け
り
　
■
光

37
　
柳
原
資
廉

①

「
柳
原
殿
回
（
黒
）
」
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙
（
雲
紙
）

③
江
戸
時
代

④
柳
原
資
廉

（柳
原
資
行
男
、

［釈
文
］別

懸

一
六

四
四
ー
一
七
一
I
D

千
代
ま
て
と
お
も
ひ
し
こ
と
も
い
た
つ
ら
に

わ
か
れ

し
き
み
か
う
つ
り
か
も
な
し
資
廉

38
　
甘
露
寺
親
長

①

r甘
露
寺
殿

晶
凹
（
黒
ご
二
代
古
筆
了
栄

②
楮
紙

（雲
紙
）

③
室
町
時
代

④
甘
露
寺
親
長

（甘
露
寺
房
長
男
、

［釈
文
］寄

絵
恋

一
四
二
五
－
一
k
l
o
o
）

た

ち
そ
ふ
き
ゆ
る
ま
も
あ
り
う
き
み
の

面
か

け
を
絵
に
書
や
と
め
ま
し
　
親
長

39
　
甘
露
寺
元
長

①

r甘
露
寺
殿

②
斐
紙
（
雲
紙
）

③
室
町
時
代

隔
口
（
黒
ご
二
代
古
筆
了
栄

④
甘
露
寺
元
長

（甘
露
寺
親
長
男
、
一
四
五
六
ー
一
五
二
七
）

［釈
文
］

　

月
前

　
　
女
郎
花

よ
し
や
た
」
月
に
ね
ぬ
よ
の
女
郎
花

た

か
谷
い
た

し
袖
は
ふ
る
と
も
　
元
長

4
’
甘
露
寺
伊
長

①

r甘
露
寺
殿

隔
口
（
黒
ご
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙
（
雲
紙
）

③
室

町
時
代

④
甘
露
寺
伊
長
（
甘
露
寺
元
長
、

［釈
文
］亡

懸

1
四
八
四
ー
1
五
四
九
）

名
残
な
く
わ
す
る
s
中
に
う
ち
と
け
し

わ

れ
さ
へ
い
ま
は
つ
ふ
v
成
ぬ
る
　
伊
長

41
　
万
里
小
路
秀
房

①

r
万
里
小
路
殿
秀

房
御
法
名
題
（
黒
ご
初
代
古
筆
了
佐

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
室
町
時
代

④
万
里
小
路
秀
房
（
万
里
小
路
賢
房
男
、
一
四
九
二
ー
一
五
六

　
三
）

［釈
文
］待

月

小
夜
ふ
け
て
荻
の
上
風
吹
を
く
る

月
屋
ほ
の
か
に
い
て
ん
と
す
ら
ん

等
棋

一 18一



42
　
方
里
小
路
惟
房

①

r万
里
小
路
殿

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
室
町
時
代

④
万
里
小
路
惟
房

　
三
）

［釈
文
］寄

月
懸

隔
口
　
（
黒
ご
土
代
古
筆
了
栄

（
万
里
小
路
秀
房
男
べ
一
五
＝
二
ー
一
五
七

月
も
し
れ
お
も
ひ
く
ら
へ
は
つ
れ
な
さ
は

あ
り
明
も
な
を
い
な
霞
の
影
　
惟
房

43
　
万
里
小
路
綱
房

①

r万
里
小
路
殿

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
江
戸
時
代

④
万
里
小
路
綱
房

　
一
シ

［釈
文
］夏

杜

晶
口
（
黒
）
」
二
代
古
筆
了
栄

（万
里
小
路
孝
房
男
、
一
六
一
ニ
ー
一
六
四

夏
の
日
に
光
や
す
ら
へ
は
夕
か
け
て

す
ず

し
く
な
り
ぬ
森
の
下
道
綱
房

①

r勧
修
寺
殿

囲
（
黒
ご
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
安
土
桃
山
時
代

④
勧
修
寺

サ
豊

（勧
修
寺
尚
顕
男
、

［釈
文
］
°

忍
久
懲

一
五
〇
1
i
l
ー
　
1
五
九
四
）

数
な
ら
ぬ
身
は
年
月
も
此
ま
s
に

い
は
て
こ

こ
ろ
に
猶
や
つ
」
ま
む

45

勧
修
寺
光
豊

①

「
勧
修
寺
殿

晶
口
（
黒
ご
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
江
戸
時
代

④
勧
修
寺
光
豊
（
勧
修
寺
晴
豊
男
、

［釈
文
子

蛙

テ
豊

一
五
七
五
ー
H
六
1
1
1
）

み
な
く
ち
も
わ
が
れ
さ
り
け
り
夕
暮
は

小

田
の
か
は
つ
の
を
ち
こ
ち
の
こ
ゑ
　
光
豊

【備
考
】
3
4
～
4
5

　
本
担

当
箇
所
は
3
4
～
4
5
の
＋
1
葉
（
3
4
欠
）
の
短
冊
を
収

め
る
が
、
そ
の
内
訳
は
柳
原
家
が
三
葉
、
甘
露
寺
家
が
三
葉
、

万
里
小
路
家
が
三
葉
、
勧
修
寺
家
が
二
葉
と
公
家
が
連
な
っ
て

い

る
。
い
ず
れ
も
藤
原
北
家
を
祖
に
持
つ
家
柄
で
あ
る
が
、
さ

ら
に
甘
露
寺
家
の
支
流
で
あ
る
万
里
小
路
家
と
勧
修
寺
家
が
続

い
て

配

さ
れ
て
い
る
点
か
ら
見
て
も
、
手
鑑
行
列
に
基
づ
い
た

家
格
を
意
識
し
た
結
果
と
言
え
よ
う
。

　
基
本
的
に

料
紙
は
雲
紙
が
用

い
ら
れ
、
装
飾
は
施
さ
れ
て
い

な
い
が
、
「
3
5
柳
原
資
定
」
の
一
葉
の
み
金
銀
泥
に
よ
る
下
絵

が

描
か
れ
た
豪
華

な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
3
8
甘
露
寺

親
長
」
の
一
葉
は
、
楮
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
線
が

ほ

か
の
短
冊

よ
り
荒
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
よ
り
古
い
時

代
の
短
冊
で
あ
る
た
め
か
、
本
来
は
短
冊
と
は
異
な
る
形
式
の

も
の
で
あ
っ
た
た
め
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
歌
題
は
本
文

よ
り
墨
色
が
薄
く
、
そ
の
筆
跡
も
異
筆
で
あ
り
、
ま
た
歌
題
の

頭
に

綴

じ
て
い
た
痕
も
見
ら
れ
る
。
今
後
こ
の
点
も
含
め
、

様
々
な
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

　

r35
柳
原
資
定
」
の
前
の
一
葉
が
抜
け
て
い
る
が
、
剥
が
さ

れ
た
痕
跡
が
確
認
で
き
る
た
め
ぺ
当
初
は
何
某
か
の
短
冊
が
貼

ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
当
然
、
資
定
よ
り
前
の
柳
原
家
の

誰
か
が

入
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
「
3
3
烏
丸
光
宣
」

の

長
男
で
あ
る
烏
丸
光
広
（
一
五
七
九
－
一
六
三
人
）
が
入
る

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
今
号
で
は
掲
載
し
て
い
な
い
皿
に
光

広
の

短
冊

が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
前
後
の
配
列
に
は
違
和

感
が

あ
る
た
め
、
更
な
る
検
討
が
必
要
に
な
っ
て
こ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
橋
）
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勧
修
寺
ヂ
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46
　
中
御
門
宣
秀

④
中
御
門
尚
良
（
中
御
門
資
胤
男
、

　
一
五
九
〇
－
一
六
四
一
）

初
名
宣
隆
・
宣
衡
・
成
良
、

51
　
正
親
町
三
条
公
仲

①

r中
御
門
殿
口
凹
（
黒
）
」
二
代
目
古
筆
了
栄

②
斐
紙
（
雲
紙
）

③
室
町
時
代

④
中
御
門
宣
秀
（
中
御
門
信
胤
男
、

［釈
文
］野

眺
望

一
四
六
九
－
一
五
三
一
）

舟
つ
な
く
水
も
し
つ
か
に
見
え
て
け
り

よ
と
野
の
す
ゑ
の
く
れ
て
行
空
　
宣
秀

47

中
御
門
資
胤

①

r
中
御
門
殿
国
（
黒
）
」
二
代
目
古
筆
了
栄

②
斐
紙
（
雲
紙
）

③
江
戸
時
代

④
中
御
門
資
胤
（
中
御
門
宣
教
男
、

［釈
文
］卯

花

一
五
六
九
－
一
六
二
六
）

う
の
花
の
さ
け
る
か
き
ね
は
夕
や
み
も

さ
な
か
ら
月
の
光
な
り
け
り
　
資
胤

48
　
中
御
門
尚
良
（
宣
衡
）

①

「
中
御
門
殿

②
斐
紙
（
雲
紙
）

③
江
戸
時
代

隔
口
　
（
黒
）
」
二
代
目
古
筆
了
栄

［釈
文
］夕

落
花

ち
る
花
の
名
残
り
を
し
は
し
し
た
ふ
よ
り

匂

ひ
を
の
こ
す
夕
風
も
か
な
　
宣
衡

49
　
高
倉
永
相

①

r高
倉
殿

隔
凹
（
黒
ご
二
代
目
古
筆
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
安
土
桃
山
時
代

④
高
倉
永
相
（
高
倉
永
家
男
、

［釈
文
］邊

橘

一
五
三
一
ー
一
五
八
五
）

た

ち
な
ら
ふ
い
く
木
か
中
も
わ
き
て
匂
ふ

花
た

ち
は
な
に
風
そ
ま
た
る
s
　
永
相

50

高
倉
永
孝

①

「
高
倉
殿
囲
（
黒
）
1
二
代
目
古
筆
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
江
戸
時
代

④
高
倉
永
孝
（
高
倉
永
相
男
、

［釈
文
］寄

橋
懸

一
五
六
〇
ー
一
六
〇
七
）

あ
は
れ
し
れ
夢
の
浮
橋
か
け
て
の
み

行
き
か
へ
れ
と
も
逢
夜
あ
ら
ね
は
　
永
孝

①

r
閑
院
三
條
殿
隔
口
（
黒
ご
二
代
目
古
筆
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
に

金
銀
泥
の
下
絵
）

③
室
町
時
代

④
正
親
町
三
条
公
仲
（
正
親
町
三
条
実
福
男
、

　
五
九
四
）

［釈
文
］

　
　

幾
と
せ
も
か
は
ら
ぬ
宿
は
梅
か
枝
の

　
　

あ
ら
玉
の
色
を
さ
く
や
こ
の
花
　
公
仲

52
　
三
条
西
実
隆

一
五
五
七
ー
一

①
三
條
西
殿
国
（
黒
）
」
二
代
目
古
筆
了
栄

②
楮
紙

（雲
紙
）

③
室
町
時
代

④
三
条
西
実
隆
（
三
条
西
公
保
男
、

1　
g
五
五
－
－
　
1
五
三
七
）

［釈
文
］

　
　

か
れ
て
た

つ
野
へ
の
お
花
の
今
朝
の
霜

　
　

我
み

し
秋
の
色
そ
ふ
り
せ
ぬ
　
實
隆

53
　
三
条
西
公
条

①

r三
條
西
殿
称
名
院

②
楮
紙

（雲
紙
）

囲
（
黒
）
」
二
代
目
古
筆
了
栄
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③
室
町
時
代

④
三
条
西
公
条

［釈
文
］歎

冬

（三
条
西
実
隆
男
、
一
四
人
七
ー
1
　
M
｛
〈
1
i
l
）

行
春
も
夜
る
は
こ
え
し
の
や
と
り
と
や

く
る
」
ま
か
き
を
山
吹
の
花
　
公
條

54
　
三
条
西
実
条

①

r三
條
西
殿

晶
口
（
黒
）
」
二
代
目
古
筆
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
江
戸
時
代

④
三
条
西
実
条
（
三
条
西
公
国
男
、

［釈
文
］月

前
星

一
五
七
五
ー
1
｛
〈
四
o
）

て

り
ま
さ
る
月
の
あ
た
り
は
影
も
な
く

雲
ま
の
ほ
し
そ
わ
れ
は
か
ほ
な
る
　
實
條

55
　
四
辻
季
遠

①

「
四
辻
殿
回
（
黒
）
」
二
代
目
古
筆
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
安
土
桃
山
時
代

④
四
辻
季
遠
（
四
辻
公
音
男
、

［釈
文
］谷

残
雪

一
五

1　
1
i
l
l
一
五
七
五
）

山
は
み
な
か
す
み
こ
め
て
も
し
ら
雪
の

残

る
に
谷
の
ふ
か
さ
を
そ
し
る
　
季
遠

56
　
欠

57
　
四
辻
季
経

①

r
四
辻
殿
庶
流
囲
（
黒
ご

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
室
町
時
代

④
四
辻
季
経
（
四
辻
季
春
男
、

［釈
文
］月

二
代
目
古
筆
了
栄

1
四
四
七
－
1
　
N
l
I
四
）

な
が
め
つ
つ
月
に
物
も
お
も
ふ
心
の
み

む
か

し
も
い
ま
も
あ
り
あ
け
の
そ
ら
　
季
経

【備
考
】
4
6
～
5
7

　
本
担
当
箇
所
は
、
中
御
門
家
、
高
倉
家
、
正
親
町
三
条
家
、

三
条
西
家
、
四
辻
家
の
順
で
計
十
一
葉
が
列
ん
で
お
り
、
室
町

か

ら
安
土
桃
山
時
代
に
か
け
て
の
公
家
の
短
冊
で
あ
る
。
「
5
1

正
親
町
三
条
公
仲
」
の
短
冊
の
み
金
銀
泥
の
下
絵
が
あ
る
も
の

の
、
い
ず
れ
も
雲
紙
の
み
の
料
紙
を
用
い
て
書
か
れ
て
い
る
。

そ

れ
ぞ
れ
署

名
を
残
し
て
い
る
が
、
「
5
5
四
辻
季
遠
」
と
r
5
7

四
辻
季
経
」
の
間
の
一
葉
が
抜
け
て
お
り
、
も
と
は
十
二
葉
あ

っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
付
随
の
極
札
は
、
い
ず
れ
も
二
代
古

筆
了
栄
の
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
一
群
に
は
三
条
西
実
隆
の
作
も
含
ま
れ
て
い
る
。
三
条

流
の

祖
と
さ
れ
、
多
く
の
流
派
が
乱
立
し
た
室
町
時
代
に
お
い

て
、
そ
の
書
風
の
追
随
者
は
公
家
だ
け
で
な
く
、
連
歌
師
・
僧

侶
・
武
家
な
ど
、
広
範
囲
の
階
層
に
わ
た
っ
て
い
た
。
ま
た
、

和
歌
に

お
い
て

も
、
飯
尾
宗
砥
・
東
常
縁
か
ら
古
今
伝
授
を
う

け
、
当
代
一
流
の
文
化
人
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
人
物
で
あ

る
。　

本
短
冊
は
控
え
め
な
墨
量
な
が
ら
、
筆
の
毛
の
バ
ネ
を
効
か

せ
た
大

ら
か
な
書
き
ぶ
り
で
、
落
款
の
書
風
が
一
般
的
に
見
ら

れ

る
も
の
よ
り
崩
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
実
隆
の
落
款

は
大
き
く
分
け
て
、
「
実
隆
」
と
、
出
家
後
の
「
尭
空
」
の
1
1
つ

が

あ
る
が
、
点
画
は
あ
ま
り
省
略
せ
ず
、
読
み
や
す
い
造
形
で

書
か
れ
て
い

る
も
の
が
多
い
。
書
状
に
書
か
れ
た
署
名
な
ど
と

比

較
す
る
と
二
十
代
後
半
か
ら
三
十
代
に
か
け
て
の
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
ま
た
本
短
冊
は
、
ほ
か
の
も
の
と
比
較
す
る
と
明
ら

か
に

小

さ
い
。
実
見
の
範
囲
で
も
巻
綴
な
ど
は
確
認
で
き
な
か

つ

た

も
の
の
、
も
と
は
ま
と
ま
っ
た
歌
集
な
ど
で
あ
っ
た
も
の

が
、
こ
の
一
首
の
み
切
り
取
ら
れ
、
押
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え

ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
谷
口
）
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58
　
滋
野
井
教
国

①

r滋
野
井
殿

隔
口
（
黒
ご
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
室
町
時
代

④
滋
野
井
教
国
（
滋
野
井
実
益
男
、

［釈
文
］早

苗
多

一
四
i1　ki
l
　
1
五
O
O
）

し
つ
の
め
か
袖
う
ち
は
へ
て
こ
の
こ
ろ
は

千
町
の
さ
な
へ
と
ら
ぬ
日
も
な
し
　
教
國

59
　
水
無
瀬
氏
成

①

r水
無
瀬
殿
故
郷
は
1
隔
凹
（
黒
）
」
二
代
古
筆
了
栄

②
楮
紙

（雲
紙
）

③
江
戸
時
代

④
水
無
瀬
氏
成

（水
無
瀬
兼
成
男
、

［釈
文
］故

郷

1
五
七
1
1
一
六
四
四
）

故
郷
は
波
ち
へ
た
て
」
こ
ゆ
る
き
の

こ
か
め
な
ら
て
も
お
き
に
出
に
け
り

60
　
水
無
瀬
兼
俊

①

r水
無
瀬
殿

②
楮
紙

（雲
紙
）

③
江
戸
時
代

題
（
黒
）
」
二
代
古
筆
了
栄

氏
成

④
水
無
瀬
兼
俊
（
水
無
瀬
氏
成
男
、
一
五
九
三
ー
一
六
五
六
）

［釈
文
］花

ま
ち
わ
ふ
る
心
に
か
s
る
嶺
の
空
に

ま
か
は
す
い
つ
る
花
を
な
か
め
む
　
兼
俊

61
　
持
明
院
基
孝

①

「
持

明
院
殿
隔
凹
（
黒
ご
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
に

下
絵
）

③
江
戸
時
代

④
持
明
院
基
孝
（
持
明
院
基
規
男
、

［釈
文
］旅

夕
立

一
五
二
〇
ー
一
｛
〈
1
　
I
）

あ
つ
き
日
の
山
路
わ
け
入
夕
立
に

旅
の
衣
や
ぬ
れ
て
涼

し
き
　
基
孝

62
　
持
明
院
基
時

①
r
持
明
院
殿
回
（
黒
）
」
二
代
墓
了
栄

②
斐
紙
（
雲
紙
に
下
絵
）

③
江
戸
時
代

④
持
明
院
基
時
（
持
明
院
基
定
男
、

［釈
文
］朝

若
菜

一
六
三
五
ー
一
七
o
四
）

の

へ
と
ふ
v
す
そ
の
に
い
て
s
て
と
人
の

雪
間
を
わ
け
て
わ
か
な
を
そ
つ
む
　
基
時

63
　
冷
泉
為
広

①

「
冷

泉
殿
囲
（
黒
ご
二
代
古
筆
了
栄

②
楮
紙

（雲
紙
）

③
室
町
時
代

④
冷
泉
為
広

（冷
泉
為
富
男
、

1　
g
e
五
o
－
1
五
二
六
）

［釈
文
］

　
　

離
に

も
さ
き
は
へ
た
て
し
す
き
う
し
と

　
　

い
ひ

し
こ
と
葉
の
花
の
あ
さ
か
ほ
廣

64
　
冷
泉
政
為

①

「
下
冷
泉
殿
隠
凹
（
黒
）
」
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙
（
雲
紙
）

③
室
町
時
代

④
冷
泉
政
為
（
冷
泉
持
為
男
、
法
名
暁
覚
、
一
四
四
六
ー
一
五

　
1
　
1
1
i
l
）

［釈
文
］谷

水

さ
え
s
s
し
山
の
し
つ
v
の
こ
ほ
り
た
に

か
れ
葉

を
と
つ
る
谷
の
陰
草
　
曉
覚

65
　
中
山
宣
親

①

r中
山
殿
宣
親
卿

②
楮
紙

（雲
紙
）

囲
（
黒
）
」
二
代
古
筆
了
栄
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③
室
町
時
代

④
中
山
宣
親
（
中
山
親
通
男
、

［釈
文
］曉

懸

1
四
五
八
1
1
五
一
七
）

お
も
か
け
も
待
夜
む
な
し
き
別
に
て

つ
れ
な
く
み
ゆ
る
有
明
の
空

66
　
中
山
孝
親

①

r
中
山
殿
隔
凹
（
黒
ご
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
安
土
桃
山
時
代

④
中
山
孝
親
（
中
山
康
親
男
、

［釈
文
］後

朝
懸

一
五

1　
1
i
l
－
　
1
五
七
八
）

逢
ま
て
と
い
ひ
し
物
か
り
今
朝
は
又

あ
り
し
よ
り
猶
そ
ふ
思
ひ
か
な
孝
親

67
　
中
山
親
綱

①

「
中
山
殿
　
回
（
黒
）
」
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
安
土
桃
山
時
代

④
中
山
親
綱
（
中
山
孝
親
男
、

［釈
文
］鹿

1
五
四

四
ー
1
五
九
八
）

真
萩
原
う
つ
ろ
ふ
秋
を
う
ら
み
つ
s

な
き
て
や
か
へ
る
野
へ
の
さ
を
し
か

親
綱

68
　
中
山
慶
親

①

r
中
山
殿
国
（
黒
）
ヒ

②
斐
紙
（
雲
紙
）

③
江
戸
時
代

④
中
山
慶
親
（
中
山
親
綱
男
、

［釈
文
］春

月

二
代
古
筆
了
栄

一
五
六
六
ー
一
六
一
八
）

吹
た

ゆ
む
春
風
し
る
」
み
る
s
s
も

か
す
み
に
こ

も
る
山
の
は
の
月
　
慶
親

6
’
飛
鳥
井
雅
親

①

「
飛

鳥
井
殿
囲
（
黒
ご
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
に

下
絵
）

③
室
町
時
代

④
飛
鳥
井
雅
親
（
飛
鳥
井
雅
世
男
、

［釈
文
］述

懐

一
四
一
七
－
1
四
九
o
）

か

し
こ
き
も
い
つ
へ
き
時
そ
お
ろ
か
な
る

身
を
お
く
山
は
よ
し
や
た
つ
ね
し
　
雅
親

【備
考
】
5
8
～
6
9

　
58

～
5
9
に
は
、
権
大
納
言
や
中
納
言
な
ど
を
歴
任
し
た
滋
野

井
家
、
水
無
瀬
家
、
持
明
院
家
、
冷
泉
家
、
下
冷
泉
家
、
中
山

家
、
飛
鳥
井
家
の
筆
跡
と
鑑
定
さ
れ
た
短
冊
が
押
さ
れ
て
い
る
。

極
札
は
筆
跡
か

ら
、
い
ず
れ
も
古
筆
家
二
代
目
古
筆
了
栄
に
よ

る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
う
ち
5
8
、
6
4
、
6
6
、
6
7
、
6
8
、

69

は
、
短
冊
を
三
つ
に
折
り
た
た
ん
だ
痕
と
、
題
の
頭
付
近
に

小
さ
な
穴
が
あ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
歌
会
の
際
に
使
用
さ
れ

書
か
れ
た

も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　
63
は
冷
泉
家
当
主
の
冷
泉
為
広
の
筆
跡
と
さ
れ
て
い
る
。
短

冊
の
大

き
さ
は
、
室
町
時
代
に
書
か
れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、

江
戸
時
代
の

も
の
よ
り
小
さ
い
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
冷
泉
家

は
、
御
子
左
家
の
分
家
で
あ
り
、
藤
原
定
家
（
一
H
六
1
1
1
1

11gr
　l

）　
g
孫
で
、
藤
原
為
家
（
1
1
九
八
－
1
二
七
五
）
の

子
で
あ
る
藤
原
為
相
（
一
二
六
三
ー
1
　
1
i
l
l
　
1
八
）
を
祖
と
す
る

歌
の

家
系
で
あ
る
。
伝
来
の
典
籍
や
古
文
書
類
が
数
万
点
に
上

り
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
所
蔵
し
て
い
る
。
下
冷
泉
家
は
冷

泉
家
の
分
家
に
あ
た
る
が
’
r
6
4
冷
泉
政
為
」
の
署
名
は
、
法

名
の
「
曉
覚
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
出
家
し
た
永
正
十

年

（
一
五
1
　
1
i
l
）
八
月
八
日
以
降
に
書
か
れ
た
晩
年
の
書
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　
65
は

署
名
が
無
い
も
の
の
中
山
宣
親
と
鑑
定
さ
れ
て
い
る
。

宣
親
の
署
名
が
あ
る
短
冊
な
ど
と
筆
跡
を
比
較
す
る
と
、
「
む
」

字
の
懐
を
大
き
く
書
く
点
や
、
「
き
」
字
の
三
画
目
の
縦
画
を
長

v
書
く
点
、
「
も
（
毛
ご
字
や
「
な
（
奈
ご
字
の
字
形
が
酷
似

す
る
た
め
、
宣
親
の
真
跡
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（田
中
）
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70
　
飛
鳥
井
雅
綱

①

r飛
鳥
井
殿
隔
凹
（
黒
）
」
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙
（
雲
紙
）

③
室
町
時
代

④
飛
鳥
井
雅
綱
（
飛
鳥
井
雅
俊
男
、

一
四
人
九
ー
一
五
六
三
）

③
江
戸
時
代

④
飛
鳥
井
雅
庸

　
一
六
一
五
）

［釈
文
］扇

（飛
鳥
井
雅
敦
男
、
初
名
雅
継
、
一
五
六
九
1

立
さ
ら
て
結
ふ
泉
も
な
に
か
せ
む

あ
ふ
き
の
色
は
み
る
に
す
s
し
き

雅
継

④
庭
田
重
親
（
中
山
宣
親
次
男
、

　
1
四
・
R
五
－
1
五
l
i
l
l
i
l
〉

［釈
文
］寄

枕
懸

庭
田
重
経
の
家
督
を
相
続
、

な
か
ら
へ
は
ま
く
ら
の
し
た
の
涙
川

海
に

い
て
た

る
う
き
ね
を
や
せ
ん
　
重
親

［釈
文
］雪

う
つ
も
れ
ぬ
な
か
め
成
け
り
朝
ほ
ら
け

雲
井
は

れ
た

る
雪
の
と
を
山
　
雅
綱

71
　
飛
鳥
井
雅
春

①

「
飛
鳥
井
殿
隔
問
（
黒
ご
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
安
土
桃
山
時
代

④
飛
鳥
井
雅
春

（
飛
鳥
井
雅
綱

男
、
初
名
雅
教
、
一
五
二
〇
1

　
1
五
九
四
）

［釈
文
］寄

枕
慰

夢
に
た

に
見

る
め
お
ひ
せ
は
よ
ゐ
s
s
の

ま
く
ら
の
し
た
の
海
も
た
の
ま
む
　
雅
教

72
　
飛
鳥
井
雅
庸

①
r
飛
鳥
井
殿

②
斐
紙

（雲
紙
）

囲
（
黒
）
」
二
代
古
筆
了
栄

73
　
欠

74
　
飛
鳥
井
雅
康

（宋
世
）

①

r飛
鳥
井
殿
庶
流
二
楽
＃
g
e
　
［
￥
l
］
　
（
黒
ご
二
代
古
筆
了
栄

②
楮
紙

（雲
紙
）

③
室
町
時
代

④
飛
鳥
井
雅
康
（
飛
鳥
井
雅
世
男
、
の
ち
兄
雅
親
の
養
子
、

　
二
楽
軒
、
法
名
宋
世
、
　
1
四
l
i
H
〈
1
1
五
o
九
）

［釈
文
］

　
　

秋
の
霜
の
後
ま
て
み
ゆ
る
松
か
え
は

　
　

君
か
ち
と
せ
の
ま
も
り
と
そ
な
る
　
宋
世

75
　
庭
田
重
親

①
r
庭
田
u
t
　
［
凹
（
黒
ご
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙
（
雲
紙
）

③
室
町
時
代

号

76
　
庭
田
重
具

①

r庭
田
殿
偏
口
（
黒
）
」
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙
（
雲
紙
）

③
戦
国
時
代

④
庭

田
重
具
（
庭
田
重
保
男
、
初
名
重
頼
、
前
名
重
通
、
一
五

　
四
七
－
－
　
1
五
九
八
）

［釈
文
］

　

風
前
　
ふ
く
か
せ
の
ゆ
く
ゑ
も
に
ほ
へ
く
れ
な
ゐ
の

　
　
落
葉

梅
に

ま
か
へ
て
ち
れ
る
紅
葉
々
　
重
通

77
　
五
辻
為
仲

①

「
五
辻
殿

隔巴

（黒
）
」
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
安
土
桃
山
時
代

④
五
辻
為
仲
（
滋
野
井
季
国
男
、
五
辻
諸
仲
の
養
子
、
一
五
三

　

o
－
1
五
八
五
）

［釈
文
］
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都
月

花
に

か
す
む
光
を
秋
に
み
か
き
そ
へ
て

月
そ
み
や
こ
の
空
に
さ
や
け
き
　
為
仲

78
　
五
辻
之
仲
（
元
仲
）

①

「
五
辻
殿

　圏
（
黒
ご
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
江
戸
時
代

④
五
辻
之
仲
（
滋
野
井
公
古
男
、
五
辻
為
仲
の
養
子
、

　
藤
・
元
仲
、
一
五
五
八
ー
一
六
二
六
）

［釈
文
］山

家

庵
か
へ
て
な
を
お
く
山
と
思
ふ
こ
そ

ま
た
す
て
や
ら
ぬ
心
な
り
け
れ
　
元
仲

79
　
中
院
通
勝
（
素
然
）

初
名
実

①

「
中
院
殿
通
勝
卿
御
法
名
囲
（
黒
ご
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙
（
具
引
き
に
金
銀
泥
の
下
絵
）

③
江
戸
時
代

④
中
院
通
勝
（
中
院
通
為
男
、
法
名
素
然
、
一
五
五
六
－
一
六

　
1
　
O
）

［釈
文
］寄

鳥
懸

人
そ
う
き
も
の
い
ふ
鳥
は
い
ふ
こ
と
の

お

な
し
す
ち
を
も
こ
た
へ
や
は
せ
ぬ
　
素
然

80
　
欠

81
　
中
院
通
純

①

r中
院
殿
晶
凹
（
黒
）
」
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
江
戸
時
代

④
中
院
通
純
（
中
院
通
村
男
、

［釈
文
］澤

蛍

一
六
一
1
1
－
1
六
五
三
）

消
や
ら
ぬ
思
ひ
あ
り
と
や
澤
水
の

う
へ
に
み
た
れ
て
蛍
と
ふ
ら
む
　
通
純

【備
考
】
7
0
～
8
1

　
70
か
ら
8
1
ま
で
の
十
葉
は
飛
鳥
井
家
が
四
葉
、
庭
田
家
が
二

葉
、
五
辻
家
が
二
葉
、
中
院
家
が
二
葉
と
室
町
時
代
か
ら
江
戸

時
代
に

か
け
て
の
公
家
に
よ
る
短
冊
が
連
な
っ
て
い
る
。
「
7
9

中
院
通
勝
」
の
短
冊
に
は
金
銀
泥
に
よ
る
下
絵
が
あ
る
が
、
こ

の

l
葉
以
外
は
雲
紙
の

み
の
料
紙
に
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、

本
来
な
ら
ば
本
担
当
箇
所
で
は
十
二
葉
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

「
72
飛
鳥
井
雅
庸
」
と
「
7
4
飛
鳥
井
雅
康
」
の
短
冊
の
間
、

r79
中
院
通
勝
」
と
「
8
1
中
院
通
純
」
の
短
冊
の
間
に
そ
れ
ぞ

れ
一
葉
ず
つ
短
冊
を
剥
が
し
た
痕
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
う
ち

80
に

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
一
葉
は
中
院
通
勝
の
子
で
あ
り
、
中
院

通
純
の

父
で

あ
る
中
院
通
村
（
一
五
八
八
ー
一
六
五
三
）
が
押

さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　
ま
た
「
7
0
飛
鳥
井
雅
綱
」
と
r
7
1
飛
鳥
井
雅
春
」
の
短
冊
は

父
子
で
列
ん

で
い

る
が
、
そ
の
書
風
を
比
較
す
る
と
よ
く
似
て

い
る
と
言
え
よ
う
。
殊
に
「
た
」
｛
＋
や
　
r
の
　
（
能
）
」
字
を
は
じ

め

と
し
て
、
文
字
の
左
側
が
下
が
り
右
側
が
高
く
な
る
点
な
ど

が

共
通

し
て
お
り
、
そ
の
字
形
も
酷
似
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ

の

二
葉
の
料
紙
を
比
較
す
る
と
、
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
あ
り
、

雲
紙
の
色
合
い
や
折
れ
痕
の
位
置
な
ど
も
一
致
し
て
い
る
。
そ

の

ほ

か
、
題
の
墨
色
お
よ
び
筆
跡
も
」
致
す
る
こ
と
か
ら
、
同

じ
探
題
方
式
の
歌
会
で
詠
み
、
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

「
78
五
辻
之
仲
」
は
「
7
7
五
辻
為
仲
」
の
養
子
で
あ
り
、
こ

こ
も
親
子
関
係
で
の
列
び
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
葉
を
比
較

す

る
と
、
五
辻
之
仲
の
書
風
は
父
為
仲
の
影
響
が
見
受
け
ら
れ
、

養
子
で
は

あ
る
も
の
の
父
の
書
風
を
踏
襲
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
戸
）
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82
　
白
川
忠
富

①

r白
川
殿
隔
口
（
黒
）
」
初
代
古
筆
了
佐

②
楮
紙

（雲
紙
）

③
室
町
時
代

④
白
川
忠
富
（
白
川
伯
王
家
、
白
川
雅
兼
男
、

　
子
、
　
1
　
g
e
l
I
七
－
1
五
1
O
）

［釈
文
］佛

名

白
川
資
氏
の
嗣

身
に

つ
も
る
つ
み
も
の
こ
ら
す
ゆ
く
年
は
．

三
世
の
ほ

と
け
も
さ
そ
ふ
う
れ
し
き
　
忠
富

83
　
白
川
雅
業

①

「
白
川
殿
晶
口
（
黒
）
」
初
代
古
筆
了
佐

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
室
町
時
代

④
白
川
雅
業
（
白
川
伯
王
家
、
白
川
資
氏
男
、
一
四
八
七
ー
一

　
五
六
〇
）

［釈
文
］首

夏

花

と
り
の
な
こ
り
と
み
つ
る
雲
は
猶

お
な
し
空
に
て
夏
は
き
に
け
り
　
雅
業

84
　
西
洞
院
時
慶

①

「
西
洞
院
殿
時
慶
卿
御
法
名
囲
（
黒
）
」
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙
（
雲
紙
）

③
江
戸
時
代

④
西
洞
院
時
慶

（河
鰭
季
富
↓
飛
鳥
井
雅
春
↓
西
洞
院
時
当
の

　
養
子
、
法
名
円
空
、
一
五
五
二
ー
一
六
四
〇
）

［釈
文
］杜

郭
公

初
音

よ
り
こ
と
s
A
な
け
ほ
と
x
き
す

し
の
た
の
も
り
の
千
枝
に
い
つ
か
て
　
圓
空

85
　
西
洞
院
時
良

①

r西
洞
院
殿

晶
凹
（
黒
ご
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙
（
雲
紙
）

③
江
戸
時
代

④
西
洞
院
時
良
（
西
洞
院
時
直
男
、

［釈
文
］寄

杜
懸

一
六
〇
九
1
1
六
五
三
）

消
は
て
む
た

く
ひ
は
か
な
し
か
v
と
た
に

つ
ゐ

に

い
は
て
の
森
の
下
露
　
時
良

8
6
1
薄
以
量

①

「
薄
殿
国
（
黒
）
」

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
室
町
時
代

④
薄
以
量

（橘
以
盛
男
、

［釈
文
］

二
代
古
筆
了
栄

一
四

三
五
－
一
四
九
六
）

　

う
ら
s
な
る
浪
路
の
末
を
見
は
た
せ
は

舟　
　
つ
り
の
小
舟
も
数
ま
さ
り
行
　
以
量

87
　
東
坊
城
和
長

①

「
東
坊
城
殿

口凹
（黒
）
」
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙
（
雲
紙
）

③
室
町
時
代

④
東
坊
城
和
長
（
東
坊
城
長
清
男
、

［釈
文
］

　

つ
ゆ

　
　
ふ
か
し

1
四
｛
〈
o
－
1
t
a
l
i
l
O
）

し
め
を
き
て
ふ
り
ぬ
る
宿
の
逢
生
に

い

ま
さ
ら
つ
は
し
露
ふ
か
し
と
も
　
和
長

88
　
三
条
実
香

①

「
轄
法
輪
三
條
殿
晶
口
（
黒
）
」
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙
（
雲
紙
）

③
室
町
時
代

④
三
条
実
香
（
三
条
公
敦
男
、

一
四

六
九
－
一
五
五
九
）

［釈
文
］

　

蹄
鳥
　
と
こ
よ
へ
に
す
む
へ
き
も
の
と
た
か
春
の

　
　
知
春

空
に

し
り
て
か
帰
る
か
り
か
ね
　
實
香

89
　
三
条
公
広
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①

「
轄
法

輪
三
條
殿
国
（
黒
）
」
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
江
戸
時
代

④
三
条
公
広
（
三
条
西
公
国
男
、

［釈
文
］花

浮
水

1
五
七
七
－
1
六
二
六
）

う
す
か
す
む
ご
ず
ゑ
に
み
れ
ば
水
の
面
に

ち
り
つ
く
し
た
る
花
の
色
か
な
　
公
廣

90
　
高
倉
範
久

①

r高
倉
殿
　
国
（
黒
）
」
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
室
町
時
代

④
高
倉
範
久
（
四
辻
季
経
男
、

［釈
文
］

　

鹿
聲
、

　
　
為
丈

1
四

九
l
　
1
1
1
五
四
六
）

う
き
秋
の
ひ
と
り
ね
覚
を
な
く
さ
め
し

お
な
し
お
も
ひ
そ
鹿
も
鳴
く
ら
む
　
範
久

91

鷲
尾
隆
康

①

「楚
殿
回
（
黒
）
」
．
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
室
町
時
代

④
鷲
尾
隆
康

（四
辻
季
経
男
、

［釈
文
］

1
四
八
五
－
1
五
三
三
）

亡
恋

い

つ
の

ま
に
か
く
ま
て
人
の
わ
す
れ
草

身

を
ふ
る
門
に
生
し
け
り
ぬ
る
　
隆
康

92
　
高
倉
永
宜

①

r高
倉
殿

［週（
黒
）
」
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
室
町
時
代

④
高
倉
永
宜

（高
倉
永
親
男
、

一
四

六
四
ー
一
五
二
六
）

［釈
文
］

　

杜
間
　
す
み
れ
つ
む
杜
の
木
か
け
の
か
り
枕

　
　
董
葉
月
を
も
花
の
ゆ
か
り
や
み
む
　
永
宜

93

姉
小
路
済
継

①

r姉
小
路
殿

隔
口
（
黒
）
」
二
代
古
筆
了
栄

②
斐
紙

（雲
紙
）

③
室
町
時
代

④
姉
小
路
済
継

（姉
小
路
基
綱
男
、
一
四
六
九
ー
一
五
l
八
）

躁簑璽

ま
し
ら
な
く
有
明
の
月
の
山
か
け
に

お

ち
ゆ
く
水
の
聲
も
す
み
つ
s
　
済
継

【備
考
】
8
2
～
9
3

　
本
担
当
箇
所
で
あ
る
8
2
～
9
3
の
十
二
葉
の
う
ち
、
そ
の
す
べ

て

で
雲
紙
が

用
い
ら
れ
、
金
銀
な
ど
に
よ
る
装
飾
も
見
ら
れ
な

い
料
紙
で
あ
る
。

　
中
で
も
、
8
8
、
9
0
、
9
1
、
9
2
、
9
3
は
上
部
の
藍
色
と
下
部

の
紫
色
の
色

合
い
、
繊
維
の
集
ま
り
具
合
、
濃
度
、
質
感
な
ど

が

酷
似

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
同
一
の
料
紙
を
用
い
て
、

同
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
と
想
定
で
き
る
。
さ
ら
に
、
タ
テ
の

寸
法
に

多
少
の
差
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
同
じ
高
さ
に
三
つ
折

り
の
痕
が
見
ら
れ
、
題
目
の
書
風
も
二
種
類
ほ
ど
に
分
類
で
き
、

歌
題
の

頭
の

辺
り
に
綴
じ
て
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
痕
も
見
ら
れ
る
。

こ

れ
ら
は
、
同
じ
歌
会
で
用
い
ら
れ
た
短
冊
が
ま
と
め
て
保
存

さ
れ
、
そ
れ
が
後
に
本
手
鑑
の
一
部
と
な
っ
た
と
推
し
量
ら
れ

る
。　

ほ

か

に
、
8
4
、
8
7
’
8
9
に
も
同
様
の
三
つ
折
り
の
痕
が
見

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
一
括
の
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、

実
際
に
歌
会
で
用
い
ら
れ
た
可
能
性
は
高
く
、
歌
題
と
歌
の
書

風
の
比
較
を
は
じ
め
、
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
本
箇
所
の
う
ち
、
8
2
、
8
3
の
白
川
伯
王
家
の
二
葉
以
外
、
極

札
は

二
代
古
筆
了

任
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
か
し
た
ら
了

任
が

本
手
鑑
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
い
ず
こ
か
に
保
存
し
て

あ
っ
た
短
冊
を
持
ち
出
し
、
埋
め
よ
う
と
し
た
痕
跡
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
最
後

に
、
「
8
2
白
川
忠
富
」
で
あ
る
が
、
ほ
か
の
短
冊
よ
り

も
線
が
荒
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
は
雲
紙
で
は
あ
る

も
の
の
、
ほ
か
と
は
異
な
り
楮
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
と

思
わ

れ

る
。
こ
ち
ら
も
想
像
の
域
は
出
な
い
が
、
本
来
は
短
冊

で
は

な
く
、
巻
子
な
ど
別
の
形
式
で
作
ら
れ
た
も
の
の
一
部
が

転
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
井
）
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（主
要
参
考
文
献
】

．

小
松
茂
美

『
古
筆
学
大
成

（全
三
十
巻
）
』
（
講
談
社
　
一
九
八
九
年
～
）

・
古
筆
手
鑑
大
成
編
集
委
員
会
『
古
筆
手
鑑
大
成
（
全
十
六
巻
）
』
（
角
川
書
店
　
一
九
八
三
年
～
）

・

小
松
茂
美

『
日
本
書
蹟
大
鑑
（
全
二
十
五
巻
）
』
（
講
談
社
　
一
九
七
八
年
～
）

・

新
編
国
歌
大
観
編
集
委
員
会
『
新
編
国
歌
大
観
（
全
十
巻
）
』
（
角
川
書
店
　
一
九
八
1
i
l
u
r
～
）

・

久
保
田
淳
『
和
歌
文
学
大
系
（
全
八
＋
g
e
）
』
　
（
明
治
書
院
　
一
九
九
七
年
～
）

．

佐
佐
木
信
綱

『
日
本
歌
学
大
系
（
全
十
巻
）
』
（
風
間
書
房
　
一
九
五
六
年
～
）

．

久
曾
神
昇
ほ
か

『
日
本
歌
学
大
系
・
別
巻
（
全
十
巻
）
』
（
風
間
書
房
　
一
九
五
九
年
～
）

．

徳
川
黎
明
会
『
徳
川
黎
明
会
叢
書
　
古
筆
手
鑑
篇
一
～
五
』
（
思
文
閣
出
版
　
一
九
九
五
年
～
）

・

毎

日
新
聞
社
至
宝
委
員
会
事
務
局
『
皇
室
の
至
宝
東
山
御
文
庫
御
物
（
全
五
巻
）
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
毎
日
新
聞
社
　
一
九
九
九
年
～
）

・

久
曾
神
昇

『
物
語
古
筆
断
簡
集
成
』
（
汲
古
書
院
　
二
〇
〇
1
l
u
r
）

・

古
谷
稔

『
古
筆
手
鑑
・
披
香
殿
』
（
淡
交
社
　
一
九
九
九
年
）

．
永
青
文
庫
『
細
川
家
永
青
文
庫
叢
書
　
別
巻
　
手
鑑
』
（
汲
古
書
院
　
一
九
八
五
年
）

・
久
保
木
哲
夫
ほ
か
『
古
筆
手
鑑
叢
刊
－
　
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
　
古
筆
手
鑑
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貴
重
本
刊
行
会
　
一
九
九
九
年
）

’

『出
光
美
術
館
蔵
品
図
録
　
書
』
（
平
凡
社
　
一
九
九
l
　
l
u
r
）

・

伊
井
春
樹
氏
・
大
阪
大
学
古
代
中
世
文
学
研
究
会
編
『
古
筆
切
集
　
浄
照
房
蔵
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
和
泉
書
院
　
一
九
八
八
年
）

・

橋
本
政
宣
編

『
公
家
事
典
』
（
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
一
〇
年
）

・

石
澤
一
志
ほ
か
『
日
本
の
書
と
紙
古
筆
手
鑑
『
か
た
ば
み
帖
』
の
世
界
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
弥
井
書
店
、
1
1
0
1
二
年
）

．

村
上
翠
亭
・
高
城
弘
一
他
『
古
筆
鑑
定
必
携
　
古
筆
切
と
極
札
』
（
淡
w
x
社
　
1
1
o
o
四
年
）

・

『
珠
玉
の
書

短
冊
手
鑑
の

世
界
』
（
M
o
A
美
術
館
　
二
〇
〇
1
l
u
r
）
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